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１【提出理由】

　当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に影響を与える事象が発生しましたので、金融商品取引法

第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第19号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するもの

であります。

 

２【報告内容】

(1）当該事象の発生年月日

2012年９月10日（米国時間）

 

(2）当該事象の内容

　当社米国子会社Freund-Vector Corporation（以下にFreund-Vector）は、2006年11月28日に、米国において米国Glatt Air

Techniques, Inc.（以下にグラット社）から、特許侵害を提訴されました。

　Freund-Vectorは、独自技術による機能（特許取得済み）を保有しており、グラット社の特許侵害の主張に対し、技術的な論

争を続けてまいりました。

　しかし、両社間の見解相違の溝は埋まらず、本件の早期解決を図るべく、Freund-Vectorから本年４月６日（米国時間）、米

国New Jersey州裁判所に本件のサマリージャッジメントを求めました。同裁判所は９月５日（米国時間）、サマリージャッ

ジメントではなく、公判において陪審員の審判に委ねる判断を示しましたが、公判には入らず同裁判所からの和解案に基づ

き、９月10日（米国時間）、両社は和解による解決案を合意いたしました。

 

(3）当該事象の連結損益に与える影響額

　本合意に基づき訴訟関連費用として、平成25年２月期第２四半期連結累計期間で特別損失が発生する見込みであります。

 

以　上
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